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鉱工業生産 08 年 4 月～電子部品・デバイスの在庫積み上がり幅が拡大 
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１．生産指数は 2 ヵ月連続で低下 

経済産業省が 5 月 30 日に公表した鉱工業指数によると、4 月の鉱工業生産指数は前月比

▲0.3％と 2ヵ月連続の低下となり、事前の市場予想通り（ロイター集計：前月比▲0.3％、

当社予想は同▲1.0％）の結果となった。出荷指数は、前月比 0.7％と 2 ヵ月ぶりの上昇、

在庫指数は前月比▲0.9％と 3 ヵ月ぶりの低下となった。3 月に前月比 7.1％の急上昇とな

った在庫率指数は前月比▲3.7％と大幅に低下した。 

4 月の生産を業種別に見ると、3月に大きく落ち込んだ一般機械、精密機械はその反動も

あり高い伸びとなった（それぞれ 3月

→4月：同 7.9％）が、IT 関連財が多

く含まれる電子部品・デバイスが前

月比▲3.9％、情報通信機械が前月比

▲7.6％の大幅低下となり、生産指数

全体を大きく押し下げた。速報段階

で公表される 16 業種中、9 業種が前

月比で低下（7業種が上昇）となった。 

 

財別の出荷動向を見ると、建
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た建設財は、1-3 月期に前期比 1.0％と 5 四半期ぶりにプラスとなった後、4 月も前月比

0.6％と持ち直しの動きが続いた。 

設備投資のうち

に前期比▲3.9％の大幅低下となった後、4月は前月比 1.3％の上昇となったが、1-3 月期

に比べると 2.8％も低い水準にあり、前年比では▲4.8％と 3月の同▲3.1％からマイナス幅

が拡大した。1-3 月期のＧＤＰ統計の設備投資（1 次速報）は、前期比▲0.9％と 3 四半期

ぶりの減少となったが、08 年度入り後も設備投資の低迷が続く可能性が高いことを示唆し

ている。 
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２．電子部品・デバイスの出荷・在庫バランスが大きく悪化 

電子部品・デバイスの在庫指数は前月比 5.8％と 2ヵ月連続で大幅に上昇し、前年比では

17.0％と積み上がり幅が大きく拡大した（3月：同 10.3％）。出荷指数は前月比▲3.4％と 2

ヵ月ぶりに低下し、前年比でも 2.6％（3 月：同 3.1％）と上昇幅が若干縮小した。出荷・

在庫バランスは▲14.4％ﾎﾟｲﾝﾄとなり、3 月の同▲7.2％ﾎﾟｲﾝﾄからマイナス幅が大きく拡大

した。 

ここにきて IT 関連財の輸出が減速しているため、在庫調整が進展しにくい状況となって

いる。また、携帯電話、液晶テレビ、デジタルカメラなど IT 関連の最終製品が多く含まれ

る情報通信機械の出荷が大きく落

ち込み、在庫が大幅に積み上がって

いる（3月：前年比 27.5％）ことは、

電子部品・デバイスの生産活動にと

っては逆風と言える。 
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（資料）経済産業省「鉱工業指数」

（前年比）

（年・月）

07 年後半には生産の牽引役とな

っていた電子部品・デバイスは、1-3

月期に前期比▲4.1％の大幅低下と

なったが、当面は生産の押し下げ要

因となる可能性が高い。 

 

製造工業生産予測指数は、5月が前月比 4.7％、6月が同▲0.9％となった。4月の生産指

数を 5 月、6 月の予測指数で先延ばしすると、4-6 月期の生産指数は前期比 0.7％の上昇と

なる。ただし、5 月の予測指数の高

を見込んでいることが大きく寄与

しており、同業種の在庫積み上がり

の状況を考えれば、このような高い

伸びが実現する可能性は低いだろ

う。 

5 月の鉱工業生産は予測指数

い伸びは、情報通信機械が前月比 14.2％と大幅な上昇

の
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を大きく下回る公算が大きく、

4-6月期が2四半期ぶりの増加とな

る可能性は現時点では必ずしも高

いとは言えないだろう。 

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、

本誌は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものでもありません。 

（Copyright ニッセイ基礎研究所 禁転載） 

経済･金融フラッシュ                       - 2 -                             No.08-029 


